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「119番通報」は�
落ち着いて正確に！�1111月9日は「日は「119119番の日番の日」�11月9日は「119番の日」�

　わが国の消防は、昭和23年に自治体消防として発足しました。総務省消防庁では、消防に対する正しい理解と

認識を深め、防災意識の高揚と地域ぐるみの防災体制の確立に資することを目的として、昭和62年より11月９日

を「119番の日」と制定しています。�
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。
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119番通報要領�

119番通報�

火事ですか？・救急ですか？�

何が燃えていますか？� 誰がどうしましたか？�

ケガ人や逃げ遅れた�

人はいますか？�

あなた（通報者）の名前と�

電話番号を教えてください。�

傷病者の状況を教えて�

ください。�

場所（住所）はどこですか？�

（付近の目標となる物など）�

通報する際は、自分の身の安全を確保
しましょう。�

※　能代山本地域の119番通報は、すべて能代山本広

　域市町村圏組合消防本部で受報しています。�

　平成24年１年間の119番受報件数は3,996件（１日

あたり10.9件）でした。この中には、いたずらが11件、

問い合わせが121件ありました。�

　119番は火災・救急・救助の緊急電話です。いたず

らや問い合わせの電話はやめましょう。�

119番への“いたずら”�
“問い合わせ”電話はやめましょう�

● 能代市・山本郡内の火災や災害発生時の問

　い合わせ�

　（24時間災害時に対応）�

●住宅用火災警報器や各種火災予防広報�

　（７時～20時　災害時以外）�

テレホンガイドの利用を！�
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ア　どこの病院へ行けばよいか分からないの�
　　で、連れて行ってもらいたい。�

イ　急に胸が苦しくなった。�

ウ　病院に行こうと思ったが、交通手段がない。�

エ　救急車で病院へ行くと、すぐに診察をし�
　　てもらえるので、来て欲しい。�

オ　手に力が入らず、ろれつが回らない。�

カ　病院に行きたいが、犬がいるので行けな�
　　い。救急車にある薬を持って来て欲しい。�

キ　虫歯が痛い。�

ク　交通事故でけが人がいる。�

119番通報して、救急車が必要だと思うものを選んでください。�
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ア　家の中に煙が充満していて、�
　　焦げくさい臭いがする。�

イ　隣の家から住宅用火災警報器の�
　　音が聞こえる。�

　　ウ　ヘビが家の中に入ってきた。�

エ　スズメバチの巣が軒下にあって�
　　危ないのではないか。�

オ　コンセントがショートしてブレ�
　　ーカーが落ちた。�

カ　家庭ゴミを焼却している人がい�
　　る。�

キ　電線が切れて道路に垂れ下がっ�
　　ている。�

ク　子猫が屋根から下りられなくな�
　　った。�

119通報して、消防車が必要だと思うものを選んでください。�

必要� 必要なし�

必要� 必要なし�

軽症�
43%（1,345人）�

中等症�
26%（830人）�

重症�
27%（846人）�

死亡�
4%（110人）�

程度別搬送人員（平成24年）�件�

　全国的に緊急性の低い119番通報が増加する中、住民

の方々がどの様な場合に消防車、救急車を呼ぶと考えて

いるか、また緊急性の「目安」をどのように考えている

かを把握するため、能代山本広域市町村圏組合消防本部

でアンケート調査を実施しました。�

（右表は、実際に119番通報し、消防車、救急車を要請

したものです。）�

　平成24年中の能代山本管内での救急出動件数は3,304件でした。これは平成15年に比べて449件増加していま

す。この中には入院の必要のない軽症と診断された方が全体の43%を占めています。�

　救急車は、けがや病気などで緊急に医療機関に搬送しなければならない人のためのものです。緊急ではない人

が救急車を要請すると、事故や病気で本当に救急車を必要とする人が発生した時に、遠くの消防署から救急車を

出動することになり、「救われるべき命」が救えなくなることが考えられます。「救急車で病院に行けば早く診

察してもらえる」等という安易な119番通報は控えましょう。急いで、医療機関に搬送する必要がある場合には、

迷わず119番通報をしてください。�

■問合せ先　　能代山本広域市町村圏組合消防本部　通信指令室　　52－3311

〈救急時〉�〈火災時〉�


